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３ 都市開発事業
１ 建築工事の進捗状況
（１）駐車場棟

内 容

工 期 平成 21年６月～平成 22年３月

全 体 出来高 77％（１月末現在）

進捗状況 外装仕上げ工事完了、内装仕上げ・設備工事実施中

今後の予定 ３月 16日 駐車場が使用開始

その他工事 平成 22年７月 百貨店の屋上駐車場との連絡橋が完成（予定）

平成 23年３月 外構工事完了（予定）

［駐車場棟工事状況］

（南側外観） （内部）

＜駐車場棟への自動車アクセスルート＞
［古曽部白梅線暫定利用時：平成 22年３月～］

［古曽部白梅線完成時：平成 24年４月～］
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（２）福祉棟

内 容

工 期 平成 21年９月～平成 23年５月（平成 23年７月開業）

全 体 出来高 ４％（１月末現在）

進捗状況 仮設工事、土工事、杭工事がほぼ完了

今後の予定 平成 22年２月から基礎・躯体工事に着手

［福祉棟工事状況］

（東側より）

（３）集合住宅Ａ

内 容

工 期 平成 21年 11月～平成 24年９月

全 体 出来高 １％（１月末現在）

進捗状況 仮設工事

今後の予定 平成 22年２月から杭工事、４月から基礎工事に着手

［集合住宅Ａ工事状況］

（南側より）
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２ バリアフリーへの配慮事項

（１）位置づけ

○交通バリアフリー基本構想（平成 15年５月)を平成 21年３月に改訂

・重点整備地区に、関西大学が位置する北東地区Ｃエリアを編入

・特定経路に、デッキや古曽部天神線等を位置づけ

・重点整備地区：バリアフリー化を重点的に図るべき地区。本市では、鉄道駅及び周辺の福祉

施設・医療施設・官公庁施設等を含む地域で、徒歩圏内５００～１，０００ｍ程度と設定。

・特定経路：重点整備地区内でバリアフリー化を図る経路

（２）視覚障害者誘導用ブロックについて

○地区内の視覚障害者誘導用ブロックについて、市・まちづくり協議会が高槻

市障害児者連絡協議会と協議･調整

○１階レベル

歩道に限定せず民地である歩道状空地も活用して、視覚障害者が安全に通行

できる位置への設置を検討

ＪＲ高槻駅

高槻病院

関西大学

大阪医科大学

凡 例
重点整備地区

追加した区域

特定経路

追加した経路

歩道公開空地 歩道状空地

民 地 公共用地

ブロック
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○２階レベル（デッキ）

デッキ屋根下など、視覚障害者がより快適に通行できる位置に設置

（３）エレベーターの設置

○北東地区とその周辺の居住者・来街者が、地区内の主要歩行者動線であるデッキを

利用するため安全に上下移動できるよう、Ａ・Ｂ・Ｃの各エリアにバリアフリー対

応のエレベーターを設置

［設置位置］

※ＥＶの名称は仮称

約１ｍ

ブロック
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３ 環境への配慮事項

（１）都市基盤整備に係る環境配慮事項

（２）施設建築物の環境配慮事項

［関西大学］

○雨水排水負荷を抑制するための貯留槽（1,100 トン、グラウンドを活用した集水）

○雨水利用（外構散水への利用）

○節水型設備や、高効率型照明器具の積極採用、ガスコージェネ等

［福祉棟］

○屋上緑化

○節水型設備や、高効率型照明器具の積極採用等

［集合住宅Ａ］

○多様な省ＣＯ２技術の導入：ガスコージェネ、ＬＥＤ照明、全周バルコニーに

よる日射抑制、耐久性の高い排水立管等

○居住者の環境行動促進（環境行動促進プログラムの参加者に対してグリーン

ポイントを付与）

○周辺街区への情報発信（環境関連情報を展示したり、太陽光発電等の環境設

備機器の効果を可視化するエコステーションの設置）

→国土交通省の住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業に採択

■緑化
・地区計画に基づき、建物敷地の６％以

上を緑化することを義務づけ
・公園・緑地と合わせ、合計12,000㎡以

上の緑空間を地区内に創出

■古曽部白梅線
・駐車場入庫等の地区内主要動線の整備、これによる

古曽部天神線への負荷軽減
・雨水流出を抑制するため歩道に透水性舗装を採用
・電線類の地中化

■デッキの整備
・安全・安心な歩行者空間整備

による快適な都市環境の創造

■古曽部天神線
・幹線道路整備による自動車交通の円滑化
・雨水流出を抑制するため歩道に透水性舗装を採用
・電線類の地中化

■良好な都市環境を維持・保全する方策
・公共空間と公共的空間を官民一体となって、高質に維持管理する方策の検討
・民間事業者が、景観重点地区指定に向けた取組を開始
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４ 公開デッキ整備への支援
（１）基本的考え方

項 目 内 容

位置づけ 地区計画に定める地区施設

交通バリアフリー基本構想に定める特定経路

公共施設に準じて２４時間開放

考 え 方 公益性の高い公開デッキ整備を行うまちづくり協議会構成員に対して、

国の補助制度（暮らし・にぎわい再生事業）を活用して支援

対象施設 公開デッキ

Ｌ＝約３４０ｍ、Ｗ＝約４～１０ｍ

賑わいの広場 Ａ＝300 ㎡（地区施設面積）

憩いの広場 Ａ＝250 ㎡（地区施設面積）

補 助 額 補助基本額 約 8.1 億円 補助率 ２／３

補助額 約 5.4 億円（国 約 2.7 億円、市 約 2.7 億円）

［年次別資金計画］ （百万円）

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 合 計

事業費 69 360 99 72 210 810

事業者 23 120 33 24 70 270

補助金 46 240 66 48 140 540

国 23 120 33 24 70 270

市 23 120 33 24 70 270

（２）平成 22年度の補助対象

○集合住宅Ａデッキ：基礎工事

○福 祉 棟 デ ッ キ：仕上げ工事


